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自主防災会活動報告書 
報告者 松本 晴光 

      大谷本郷自主防災会 

氏名  松本 晴光            

報告日 令和  ６年  ７月 １６日 

実施団体名  

大谷本郷自主防災会 中新井自主防災会 

実施日時 令和  ６年  ７月  １４日  日曜日 

午前７時  ３０分 ～  １２時   ００分 

実施場所 大谷本郷自治会区域内 

上尾市立大谷小学校 

参加人数 安否確認訓練参加会員数約４００件 

大谷小学校避難訓練４０人 

活動内容 安否確認訓練－タオルで知らせる「我が家は無事です」 

大谷小学校一次避難所における、トイレに特化した訓練 

マンホールトイレ設置訓練、簡易トイレの使い方を実践 

活動の目的  

震度５強の地震が発生した事を想定して、安否確認と上

水道が損壊してトイレが使えない状況への対策を、マン

ホールトイレ設置、簡易トイレを取り付ける訓練に特化 

座学については、水分をひかえるとか、トイレに行かな

い事でおきる「健康への影響」について講義を実施する 

参加募集の方法 各戸にチラシ配布－「こちら大谷本郷自治会です」のＸ

と「大谷本郷自治会公式ライン」で安否確認の開始を配

信－町内も軽トラで放送しながら巡回しました。・・・ 

市ホームページへの掲載 可  ・  否 

その他 防災士参加 大谷本郷３名 中新井２名 

※市のホームページ等に掲載させていただける場合は、風景の写真や資料など

も添付してください。 

※基本的に原文そのまま掲載しますので、御了承ください。 

上尾市 総務部 危機管理防災課 

  直通：048‐775‐5140 

  FAX：048‐775‐9927 

  Email：s105000@city.ageo.lg.jp 

mailto:s105000@city.ageo.lg.jp


地震に備える
～大谷本郷で地震が起きたら
私たちは何ができるのか～

大谷小学校避難所
トイレについて考えてみよう
最初にマンホールトイレを

設置する！！

２０２４年7月14日（日）

大谷本郷自主防災会・松本 晴光



災害想定－関東平野北西縁断層帯地震
最大震度 ７（上尾市全体）発生したら
大谷本郷の被害想定 能登半島地震想定される
•人口－4,254人

•死者ー6人

•負傷者ー３４人

•建物全壊数ー７５棟

•建物半壊数ー１１６棟

•建物焼失数ー１３棟

•停電世帯数ー１４３９棟

•上水道断水世帯数８６２世帯（トイレが使えない）



災害時のトイレ問題ー水洗トイレ使えない
排泄物があふれるー大変だった。

•出さないというわけにはいかない。尿はこらえられないが、
大便は長いこと行かなかった。
•大便をしたくても、便器があふれていて、しようと思っても
止まってしまう。

避難所の女性トイレは、男性
の３倍必要～命を守る
「スフィア基準」 世界基準



水分をひかえるとか、トイレに行かないこと
でおきる「健康への影響」

我慢していると、菌が
尿道を通って逆流し
てくる。

•膀胱炎など尿路感染症になって
しまうことがある。

•脱水になるので、心筋梗塞か 脳
卒中 脳梗塞など、血管が詰まる
ような、病気が起きやすくなる。

脱水症状



重要なのは個人の備え！（携帯トイレの備蓄
袋の中に用を足し吸収シートなどで固める）

• 食料・水は８割以上備えるが、トイレを備える人は
３割

• 排泄というのは、会話に出てこない。

• 話題にならないことは、災害時の備えに思い至らな
い。

• ここに落とし穴がある。

• 災害が起きたら、まず携帯トイレを取り付ける。

• ３時間以内に４割の人がトイレに行く。いろいろ
やっている間にトイレに行ってしまいます。取り付
けないと！便器が大小便であふれることになり、水
がないなかで、対応ができなくなります。



熊本地震（2016年４月1４日）発生後何時間でトイレ
に行きたくなったか。３時間以内38.5% 6時間以内
72.9%

•携帯トイレは水や食料よりも早く必要になります。溢れてか
らでは遅い。

•人数×５回（排泄回数目安）×最低でも３日間 できれば７
日間（備えがあれば理想）

＊在宅避難の場合、携帯トイレの節約の為、家族で使用方法
を話合いましょう。

•＊新しい真空パック式トイレが開発された。動画あり

•（ラップポン）



大谷小学校グランドにはマンホールトイレがある
（標準１４基大型２基）上尾市内２５箇所
女性用ー１２基 男性ー４基設定するスフィア基準

止水栓
止水栓

水は貯水槽から

災害時水をはる



貯水槽

下水道への仕切弁 水を満たすため閉めている

プール・隣接住居井
戸より補充



標準タイプ

グランド設置



越谷市が県内で初めて導入令和４年３月２３日

•トイレトレーラー（能登半島避難所でも活躍）

•トレーラーの大きさ：全長4,265mm×幅
2,420mm

•洋式水洗トイレ×4室（縦1,070mm×横
1,590mm）
•使用回数：4室合計で1,200〜1,500回程度
•電力：ソーラー発電システム
※足りない場合は外部電源接続可
•その他設備：殺菌灯、電動換気扇

水洗トイ
レ



珠洲市に派遣されました。

越谷市トイレトレーラー
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